
村岡まゆこ

マニフェスト検証 詳細版
9つのアジェンダ・30項目から、現在の6つの政策の柱へ

三木と兵庫をつなぎ、地域の声を、県政の力に。

議会での検証を、未来への責任へ。

本資料で整理すること

旧マニフェスト30項目の検証

現在の6つの政策の柱との対応

任期中に発展した主な取組

今後さらに取り組む課題

※巻末に、検証の出発点となる旧マニフェストを参考資料として掲載しています。
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02 — 検証の趣旨・結果概要

検証の趣旨・結果概要

公約を検証し、更新し、次の責任へ

村岡まゆこは、選挙時に掲げた「9つのアジェンダ・30の政策項目」を出発点に、三木市・北播磨

の現場の声を県政に届ける活動を重ねてきました。

この間、人口減少、少子高齢化、物価高騰、県財政の厳しさ、農業構造転換、分収林改革、公共施

設の老朽化など、県政を取り巻く課題は大きく変化しました。

そのため本検証では、単に「公約を実現したかどうか」だけでなく、掲げた政策がどのように議会

質問、提言、要望活動、議案審査、政策検証につながり、現在の6つの政策の柱へと継承・発展し

てきたかを整理しました。

検証結果の概要

10件
成果あり

制度・施策上の成果、

または政策形成過程へ

の明確な接続・進展

9件
前進

課題の可視化や方針確

認につながっているも

の

3件
継続

政策分野として現在も

継続して取り組んでい

るもの

3件
発展

より大きな県政課題・

政策テーマへ発展した

もの

5件
今後の課題

今後さらに具体的な取

組や成果の可視化を進

めるもの

旧マニフェスト30項目のうち、22項目は、「成果あり」・「前進」・「発展」として、現在の活動・実

績・政策体系との接続を確認しました。

一方で、医療・福祉、公共交通、多文化共生、教育、若者参画などについては、政策分野として継

続しながら、「今後さらに具体的な取組や成果の可視化を進める」課題として整理しました。
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03 — 検証の考え方・評価区分

検証の考え方・評価区分

検証の考え方

マニフェストは、選挙時点での約束であると同時に、その後の議員活動を検証するための出発点で

す。

一方で、任期中には、当初想定していなかった社会情勢の変化や、新たに重要性が高まる県政課題

も生じます。

そのため、本検証では、実績や取組を次の3つに整理しました。

公約対応型

旧マニフェストに明記してい

た政策項目に対応する取組

公約発展型

旧マニフェストの問題意識を

出発点に、より大きな県政課

題へ発展した取組

課題対応型

旧マニフェストに一対一で明

記されていなくても、任期中

に重要性が高まった課題に対

応した取組

評価区分

評価区分 内容

成果あり 具体的な質問・提言・要望・議会改革などを通じて、制度・施策上の成果、または政

策形成過程への明確な接続・進展が確認できるもの

前進 取組実績があり、課題の可視化や方針確認につながっているもの

継続 政策分野として現在も継続して取り組んでいるもの

発展 当初公約を出発点に、より大きな県政課題・政策テーマへ発展したもの

今後さらに取り組む課題 問題意識を継続しつつ、今後さらに具体的な取組や成果の可視化を進めるもの

この検証は、単純な「達成／未達」の二分法ではありません。

地方議会議員は、行政の執行機関ではなく、議会の立場から県政に関与する、すなわち政策形成過

程にアプローチする役割を担っています。その活動は、政策提案、質問、要望、議案審査、予算・

決算審査、地域活動、政策検証など、多様な形を取ります。

そのため本検証では、結果だけでなく、県政課題を可視化し、議会で論点化し、行政の方針確認や

政策形成につなげたかという観点を重視しています。
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04 — 旧9アジェンダから現在の6本柱へ

旧9アジェンダから現在の6本柱へ

旧マニフェストの構造

1. 地域創生の改革

2. 地域経済活性化の改革

3. 健康福祉の改革

4. 社会基盤とまちづくりの改革

5. 安心安全の改革

6. 教育の改革

7. シチズンシップ改革

8. 県政の改革

9. 議会の改革

→ 継承・再整理 →

現在の6つの政策の柱

1. 責任ある県政運営

2. 農と環境を次世代につなぐ

3. 地域創生・地域づくり

4. 産業振興・雇用創出

5. 安心して暮らせる生活基盤

6. 県政の見える化と議会改革

現在の6つの政策の柱との対応

現在の政策の柱 旧マニフェストとの主な接続

責任ある県政運営 事業検証、PDCA、財政健全化、人口減少時代の行政運営、自治体間連

携、県政改革

農と環境を次世代につなぐ 食料安全保障、農業経営、環境創造型農業、山田錦、農村活性化、鳥獣

害・環境対策

地域創生・地域づくり 地域ビジョン、地域創生、観光戦略、官民連携、協働活動

産業振興・雇用創出 三木金物、産業団地、企業誘致、事業承継、起業支援、ゴルフツーリズ

ム

安心して暮らせる生活基盤 医療・福祉、子育て、道路・交通、防災、防犯、教育、文化・スポーツ

県政の見える化と議会改革 シチズンシップ教育、議会の説明責任、広報広聴、政策立案能力、公約

検証

旧マニフェストは、そのまま固定されたものではなく、3期目の議会活動と県政課題の変化を通じ

て、現在の6つの政策の柱へと継承・再整理されています。
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05 — 旧マニフェスト30項目の詳細検証① No.1〜10

旧マニフェスト30項目の詳細検証① No.1〜10

No. 旧マニフェスト項目 主な取組・成果 評価・これから

1 市町や地域の各種ビジョン

等の策定支援

令和7年12月定例会の一般質問で、地域方針や広域

行政としての県の役割を取り上げ、三木市・北播磨

の地域課題を県政の地域政策にどう接続するかを確

認・提言

前進

市町・地域の声を、県民局

や県政方針にどう接続する

かを引き続き検証

2 地域産業振興、若者定住、

雇用創出、農村活性化、土

地利用、空家対策

産業立地、情報公園都市、農村RMO、地域計画、土

地利用など、地域産業・農村活性化に関する政策テ

ーマへ広がる

発展

若者定住、空家対策、土地

利用を地域創生の具体策と

してさらに整理

3 SDGs、CSR、協働活動、官

民連携

SDGs、人間の安全保障、フィールドパビリオン、地

域資源活用、官民連携の取組などに接続
前進

協働活動や官民連携の具体

事例をさらに可視化

4 地域創生・観光戦略 フィールドパビリオン、地域資源活用、交流人口・

関係人口の拡大、ゴルフツーリズムなどに接続
前進

観光を地域経済循環や雇用

につなげる視点を強化

5 食料安全保障、農業経営強

化、農福連携、有機農業、

環境創造型農業

地域計画や農業構造転換が県の主要な農政課題とし

て位置づけられる中、農政環境常任委員会や一般質

問を通じて質問・提言を重ねた。さらに、自民党申

し入れを経て、「人と環境にやさしい農業・農村振興

条例」の提案・制定に接続

成果あり

地域計画、農業構造転換、

人と環境にやさしい農業を

軸に、農業・農村・環境を

一体で捉えた取組を継続
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06 — 旧マニフェスト30項目の詳細検証① No.1〜10

旧マニフェスト30項目の詳細検証① No.1〜10

No. 旧マニフェスト項目 主な取組・成果 評価・これから

6 三木金物の技術継承、価格

決定力向上、振興策

三木金物がNEXTじばさん推進プロジェクトに採択。

三木金物・地場産業振興、オープンファクトリー、

商工団体との意見交換、産地の持続化に関する発信

に接続

成果あり

技術継承、販路開拓、ブラ

ンド価値の再構築を継続

7 山田錦、日本農業遺産への

挑戦とテロワール戦略

山田錦の日本農業遺産登録に向けた質問・提案が、

登録実現と認定後の活用、酒米ブランドの発信に接

続

成果あり

登録後の活用、酒米ブラン

ド、地域経済への波及を推

進

8 ゴルフ、神戸空港国際化と

連動したツーリズム・イン

バウンド戦略

ゴルフツーリズムのビジョン、司令塔人材、推進体

制、官民連携について提言し、県のゴルフツーリズ

ム施策の進展に接続

前進

神戸空港国際化、宿泊、交

通、地域消費との接続を強

化

9 防災先進県、災害支援拠点

都市、防災ツーリズム

体験型防災ツーリズムについて決算特別委員会等で

質問・提案
成果あり

防災教育、観光、地域防災

力を一体的に高める取組へ

10 北播磨産業クラスター、産

業団地整備、企業誘致、事

業承継、起業支援

情報公園都市第2期エリアの産業団地化が県政改革方

針変更に位置づけられる中、県政改革調査特別委員

会や代表質問等を通じて、地域整備事業、産業立

地、地域活性化、未来への投資のあり方に関する議

論に参画

成果あり

産業立地、雇用創出、地域

企業への波及、事業承継支

援を引き続き検証
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07 — 旧マニフェスト30項目の詳細検証② No.11〜20

旧マニフェスト30項目の詳細検証② No.11〜20

No. 旧マニフェスト項目 主な取組・成果 評価・これから

11 医療・出産・保育・介護等

へのアクセス確保

出産・子育て支援、医療・介護・福祉、地域の見守

りなどを、安心して暮らせる生活基盤の政策分野と

して継続

今後さらに取り組む課題

医療・福祉人材、地域医

療、子育て支援の具体的成

果を可視化

12 孤立妊婦、こども、ヤング

ケアラー、障害者への対応

医療用ウィッグ助成、手話言語条例、特別支援教育

に関する取組など、こども・障害者支援に関する課

題に接続

前進

孤立妊婦、ヤングケアラー

を含め、こども・若者・障

害者支援を継続的に検証

13 道路・河川・農業施設等の

社会基盤整備

東播磨道、神戸三木線、三木三田線、志染バイパス

等の要望・進捗確認に加え、農業施設・ため池・土

地改良など地域基盤の課題にも接続

成果あり

財政制約下でも必要な社会

基盤をどう守るかを検証

14 神鉄粟生線等の公共交通、

二次交通、駅前活性化

地域公共交通、道路・交通基盤、駅前活性化を、地

域創生と生活基盤の政策分野として継続
今後さらに取り組む課題

神鉄粟生線、二次交通、駅

前活性化の具体的取組をさ

らに整理

15 ひょうご情報公園都市の企

業誘致と住環境・まちづく

り

情報公園都市第2期に関する質問・提案を通じて、企

業誘致だけでなく、住環境、交通、若者定住、周辺

まちづくりとの一体的な検証に接続

前進

企業誘致と住環境、交通、

若者定住を一体で検証
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08 — 旧マニフェスト30項目の詳細検証② No.11〜20

旧マニフェスト30項目の詳細検証② No.11〜20

No. 旧マニフェスト項目 主な取組・成果 評価・これから

16 災害対応、鳥獣害対策、快

適な生活環境の維持

防災庁設置に関する調査研究、ヤード問題に関する

意見書、特定外来生物対策の進展、県立総合射撃場

の完成など、防災・生活環境・農業被害対策に関す

る複数の取組に接続

成果あり

防災、生活環境、鳥獣害・

外来生物対策を横断的に捉

え、地域の安心・安全と農

業被害対策を継続

17 サイバー犯罪、特殊詐欺、

犯罪・事故の抑止

防犯・警察、特殊詐欺対策、サイバー安全、警察官

特殊勤務手当の要望に接続
前進

高齢者被害、地域防犯、サ

イバー安全対策を継続

18 多文化共生、ジェンダー、

ユニバーサル社会、ダイバ

ーシティ

多文化共生、ダイバーシティ、ユニバーサル社会

を、生活基盤と地域づくりの政策分野として継続
今後さらに取り組む課題

外国人県民、女性、障害者

など多様な県民の暮らしや

すさを具体化

19 人間力と競争力を育む教

育、STEAM教育

教育・人づくり、特別支援教育に関する取組に接続 今後さらに取り組む課題

STEAM教育、教育DX、次世

代人材育成の取組を整理

20 伝統文化・芸術・スポーツ

の推進

地域活動やスポーツ振興に関する団体活動・意見交

換を通じて、文化・スポーツの地域づくりへの活用

を継続

前進

地域文化・スポーツを地域

づくりや健康づくりにどう

生かすかをさらに整理
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09 — 旧マニフェスト30項目の詳細検証③ No.21〜30

旧マニフェスト30項目の詳細検証③ No.21〜30

No. 旧マニフェスト項目 主な取組・成果 評価・これから

21 多世代へのシチズンシップ

教育

SNS・note・ホームページ等を通じて、県政や議会

活動を県民が理解しやすい形に整理・発信し、県政

の見える化へ発展

発展

県民が県政を理解し、参加

しやすい情報発信を継続

22 生涯教育、職業訓練、防

災・環境教育、食育、IT教

育

教育・人づくり、防災、環境、食育、ITリテラシー

など、複数の政策分野にまたがる課題として継続
継続

分野横断で、学び直し・防

災・環境・食育等を整理

23 模擬議会、ワークショッ

プ、シビックテック

県政の見える化やAIを活用した政策情報の整理には

発展しているが、模擬議会、ワークショップ、シビ

ックテックの仕組み化は今後の課題

今後さらに取り組む課題

若者参画、ワークショッ

プ、デジタル活用の仕組み

化を検討

24 地域課題解決と活性化を促

す官民連携、協働、意思決

定の仕組みづくり

北播磨地域づくり、ゴルフツーリズム、地域資源活

用、各種団体との意見交換など、官民連携・協働の

取組に接続

前進

単発の意見交換から、継続

的な政策形成の場へ発展さ

せる

25 聖域なき事業検証とPDCA

サイクル

分収林改革や農林機構の債務整理に関する議案審査

を通じて、弁済額、債権放棄、農業部門の保全、経

営安定化、今後の外部評価や不断の検証について確

認。旧マニフェストで掲げた「事業検証」と

「PDCAサイクル」の問題意識を、県政改革・議会審

査・再発防止の議論へ接続

成果あり

監査委員活動、決算審査、

県政改革方針変更とも接続

させながら、行政事務・事

業の検証を継続
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10 — 旧マニフェスト30項目の詳細検証③ No.21〜30

旧マニフェスト30項目の詳細検証③ No.21〜30

No. 旧マニフェスト項目 主な取組・成果 評価・これから

26 職員能力強化、技術職員の

確保・育成

令和8年2月定例会の一般質問において、持続可能な

県政の運営・推進体制について取り上げ、人口減少

時代の行政運営、組織体制、出先機関の現場力、専

門人材確保の課題に接続

継続

技術職員不足、出先機関の

現場力、専門人材確保を検

証

27 人口減少・少子高齢化に対

応した組織運営

県政改革、公共施設等総合管理計画、人口減少時代

の行政運営、行政機能の再配置の議論へ発展
発展

行政機能の再配置、持続可

能な組織運営を検証

28 自治体間連携、行政事務の

共同化・標準化・共通化

令和6年12月定例会の代表質問で、人口減少社会に

おける広域行政としての県の役割、市町間連携、行

政事務の共同化、技術職員確保、水平連携・垂直連

携のあり方について質問

継続

代表質問で論点化した市町

連携、県民局機能、行政事

務の共同化・広域化を引き

続き検証

29 議会・議員の説明責任、広

報・広聴体制

常任委員会ライブ配信・録画配信の全委員会拡大に

関与。あわせて、SNS・ホームページ・noteでの政

策発信を通じて、議会活動と県政課題の可視化を推

進

成果あり

発信量だけでなく、県民に

伝わる政策説明をさらに充

実

30 議会・議員の政策立案能

力、PDCA、公約・マニフ

ェスト検証

マニフェスト検証、AIを活用した議事録分析、政策

論点整理を通じて、公約検証と政策形成力の向上に

接続

成果あり

検証を一過性で終わらせ

ず、継続的な説明責任とし

て定着
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08 — 任期中に発展した主な政策実績

任期中に発展した主な政策実績

旧マニフェストに明記された項目だけでなく、任期中に重要性が高まった県政課題にも取り組んで

きました。これらは、マニフェストから切り離されたものではなく、旧マニフェストの問題意識を

土台にしながら、県政課題の変化に応じて発展した取組です。

1. 県政改革・財政健全化

旧マニフェストで掲げた「事業検証」「PDCA」「人口減少時代の行政運営」の問題意識は、県政改

革、財政健全化、公債費負担適正化計画、投資的経費の総量管理、公共施設等総合管理計画などへ

発展しました。

2. 分収林改革・林政改革

分収林改革は、単なる債務整理ではなく、森林の公益的機能を守り、新たな森林管理スキームへ移

行し、将来世代に健全な森林を引き継ぐための重要課題です。これらの取組は、今後の兵庫県の森

林管理を、より純粋な森林行政として再構築していく林政改革へのフェーズ転換でもあります。

3. 農業構造転換・農村RMO・地域計画

食料安全保障、農業経営強化、農村活性化、有機農業・環境創造型農業の問題意識は、地域計画、

農地集積、農村RMO、農業構造転換、人と環境にやさしい農業へと発展しました。

4. 監査委員としての検証への接続

旧マニフェストの「事業検証」「PDCA」「県政改革」の問題意識は、監査委員としての検証にも接

続していきます。行政事務、組織体制、事業執行、財政負担の実態を確認し、県政改革や行財政構

造改革に資する論点を拾い上げていきます。

5. AIを活用した政策検証と県政の見える化

議会改革、説明責任、公約検証の問題意識は、AIも活用しながら、議事録分析、政策論点整理、マ

ニフェスト検証、SNS・note・ホームページでの政策発信へと発展しました。AIは目的ではなく、

複雑な県政課題を整理し、県民に伝わる形に翻訳・可視化するための手段です。
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09 — 6つの政策の柱ごとの検証コメント

6つの政策の柱ごとの検証コメント

1. 責任ある県政運営

旧マニフェストで掲げた事業検証、PDCA、人口

減少時代の行政運営、自治体間連携などの問題

意識は、現在の「責任ある県政運営」へと発展

しました。財政健全化、県政改革、公債費負担

適正化計画、投資的経費の総量管理、公共施設

等総合管理計画に加え、監査委員としての検証

への接続など、将来世代に責任ある県政運営に

向けた取組を進めています。

2. 農と環境を次世代につなぐ

旧マニフェストで掲げた食料安全保障、農業経

営強化、有機農業・環境創造型農業、山田錦、

農村活性化、鳥獣害・環境対策などは、現在の

「農と環境を次世代につなぐ」柱に再整理され

ました。地域計画、農村RMO、農業構造転換、

人と環境にやさしい農業に加え、分収林改革か

ら林政改革へのフェーズ転換など、農業・農

村・森林・環境を一体で捉えた取組へと広がっ

ています。

3. 地域創生・地域づくり

旧マニフェストの地域ビジョン、地域創生、観

光戦略、官民連携、協働活動は、現在の「地域

創生・地域づくり」に接続しています。三木

市・北播磨の現場の声を、地域方針、広域行

政、市町連携、県民局機能などの県政課題とし

て捉え直し、地域資源を活かした持続可能な地

域づくりを進めています。

4. 産業振興・雇用創出

旧マニフェストで掲げた三木金物、産業団地、

企業誘致、事業承継、起業支援、ゴルフツーリ

ズムなどは、現在の「産業振興・雇用創出」に

接続しています。三木金物の振興、情報公園都

市第2期エリアの産業団地化、産業立地、ゴルフ

ツーリズムなどを通じて、地域産業の価値を高

め、雇用創出と地域経済循環につなげる取組を

進めています。

5. 安心して暮らせる生活基盤

医療・福祉、子育て、道路・交通、防災、防

犯、教育、多文化共生、文化・スポーツなど

は、現在の「安心して暮らせる生活基盤」に整

理されています。道路・地域基盤整備、防災、

生活環境、防犯などでは具体的な取組が進む一

方、医療・福祉、公共交通、多文化共生、教育

などについては、今後さらに具体的な取組や成

果の可視化を進める課題として継続して取り組

みます。

6. 県政の見える化と議会改革

旧マニフェストで掲げたシチズンシップ教育、

議会の説明責任、広報広聴、政策立案能力、公

約検証は、現在の「県政の見える化と議会改革」

に発展しました。常任委員会のライブ配信・録

画配信、SNS・note・ホームページでの発信、

AIも活用した議事録分析や政策論点整理を通じ

て、県政課題や議会活動を県民に伝わる形に翻

訳・可視化していきます。

三木と兵庫をつなぎ、地域の声を、県政の力に。 12 / 14



10 — 総合評価・今後に向けて

総合評価・今後に向けて

総合評価

村岡まゆこのマニフェストは、3期目の議会活動を通じて、単なる選挙時の公約にとどまらず、県

政課題の変化に応じて更新・発展してきました。

旧マニフェスト30項目のうち、22項目は「成果あり」・「前進」・「発展」として、現在の活動・実

績・政策体系との接続を確認しました。

特に、地域資源と産業振興、農業・農村・環境、社会基盤と防災、県政改革と議会改革の分野で

は、当初の公約を出発点に、具体的な質問、提言、要望、議案審査、政策検証へとつながりまし

た。

一方で、医療・福祉、公共交通、多文化共生、教育、若者参画などについては、政策分野として継

続して取り組みながら、今後さらに具体的な取組や成果の可視化を進める必要があります。

この検証は、「すべてできた」と示すためのものではありません。掲げた政策を振り返り、できた

こと、前進したこと、発展したこと、そして今後さらに取り組むべき課題を整理し、次の責任へつ

なげるためのものです。

今後に向けて

公約は、掲げて終わりではありません。

県政課題は変化し続けます。地域の声も、社会情勢も、行政課題も、任期中に変わっていきます。

だからこそ、必要なのは、公約を固定された言葉として扱うことではなく、検証し、更新し、次の

責任へつなげることです。

地方議会議員は、行政の執行機関ではありません。しかし、議会質問、提言、要望、議案審査、監

査、政策検証などを通じて、政策形成過程にアプローチすることができます。

村岡まゆこは、三木市・北播磨の現場の声を県政に届け、県政課題を可視化し、議会で論点化し、

行政との建設的な議論につなげていきます。

そして、知事と議会がそれぞれの役割を果たす二元代表制のもとで、議会の検証機能、提案機能、

説明責任を発揮しながら、県政をより良質なものへと高めていくことを目指します。

三木と兵庫をつなぎ、地域の声を、県政の力に。

議会での検証を、未来への責任へ。
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11 — 参考資料

参考資料

旧マニフェスト「9つのアジェンダ・30の政策項目」

本資料は、今回のマニフェスト検証の出発点として参照した旧マニフェストです。旧マニフェストに掲

げた「9つのアジェンダ・30の政策項目」と、3期目の議会活動・現在の6つの政策の柱との接続を確認す

るため、参考資料として掲載しています。

アジェンダ1：地域創生の改革

1. 市町や地域の各種ビジョン等の策定支援

2. 地域産業振興、若者定住、雇用創出、農村活性化、土

地利用、空家対策

3. SDGs、CSR、協働活動、官民連携

4. 地域創生・観光戦略

アジェンダ2：地域経済活性化の改革

5. 食料安全保障、農業経営強化、農福連携、有機農業、

環境創造型農業

6. 三木金物の技術継承、価格決定力向上、振興策

7. 山田錦、日本農業遺産への挑戦とテロワール戦略

8. ゴルフ、神戸空港国際化と連動したツーリズム・イン

バウンド戦略

アジェンダ3：健康福祉の改革

11. 医療・出産・保育・介護等へのアクセス確保

12. 孤立妊婦、こども、ヤングケアラー、障害者への対

応

アジェンダ4：社会基盤とまちづくりの改革

13. 道路・河川・農業施設等の社会基盤整備

14. 神鉄粟生線等の公共交通、二次交通、駅前活性化

15. ひょうご情報公園都市の企業誘致と住環境・まちづ

くり

アジェンダ5：安心安全の改革

9. 防災先進県、災害支援拠点都市、防災ツーリズム

10. 北播磨産業クラスター、産業団地整備、企業誘致、

事業承継、起業支援

16. 災害対応、鳥獣害対策、快適な生活環境の維持

17. サイバー犯罪、特殊詐欺、犯罪・事故の抑止

アジェンダ6：教育の改革

18. 多文化共生、ジェンダー、ユニバーサル社会、ダイ

バーシティ

19. 人間力と競争力を育む教育、STEAM教育

20. 伝統文化・芸術・スポーツの推進

アジェンダ7：シチズンシップ改革

21. 多世代へのシチズンシップ教育

22. 生涯教育、職業訓練、防災・環境教育、食育、IT教

育

23. 模擬議会、ワークショップ、シビックテック

アジェンダ8：県政の改革

25. 聖域なき事業検証とPDCAサイクル

26. 職員能力強化、技術職員の確保・育成

27. 人口減少・少子高齢化に対応した組織運営

28. 自治体間連携、行政事務の共同化・標準化・共通化

アジェンダ9：議会の改革

24. 地域課題解決と活性化を促す官民連携、協働、意思決定の仕組みづくり

29. 議会・議員の説明責任、広報・広聴体制

30. 議会・議員の政策立案能力、PDCA、公約・マニフェスト検証
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